


一般質問 と は ？

議員から市政の方針を問うものです。
令和6年第5回（9月）定例会では、9月9日～12日までの４日間にわたり、20人の議員が

質問に立ちました。その中から主なものを、登壇順にご紹介します。
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令和6年 第5回（9月）宮崎市議会定例会　一般質問一覧
表内左より、登壇順・質問者（一般質問時の会派）・質問内容を掲載しています。

宮崎市議会
議会中継Webサイト

一般質問の動画を
ご覧いただけます

9 月 9 日（ 月 ）

9 月 1 1 日（ 水 ）

9 月 1 0 日（ 火 ）

9 月 1 2 日（ 木 ）

外山 ちぐさ
（日本維新の会）

ハラスメント / 内部通報・公益通報制度 / 職
員の働く環境 / 熱中症対策について

嶋田 喜代子
（令政会）

障がい児・者 / ひきこもり / 高齢者 / 災害に
ついて

島田 健一
（公明党）

帯状疱疹ワクチン接種 / 加齢性難聴者の行政
支援 / アーバンスポーツパークの整備 / 新型
コロナワクチンの接種 / 諸課題について

長友 紅緒
（公明党）

市役所の挨拶 / 学校の日本語指導 / 学校式典
の安全確保 / 障がい者芸術交流 / 木崎浜・青
島津波避難 / 体育館トイレ洋式化等について

徳重 淳一
（立憲・国民・社民の会）

ゼロカーボンシティと公共交通 / 保育所の民
営化 / 専門職種の職員採用について

松山 泰之
（政友会）

食育と食支援 / 農業政策 / 赤江・本郷地域の
課題について

今田 裕信
（同志会）

危機管理の対応 / 公共施設・公共用地の整備
利用 / こどもまんなか施策 / 農業分野の諸
問題 / 地域の諸問題について

前田 葊之
（前新会）

福祉行政 / ヤングケアラー / 消防行政 / 道
路行政について

伊知地 孝美
（政友会）

畜産農家の窮状 / 再造林日本一 / 国際プラ
スチック条約 / PFAS / メガソーラー / 盛土
規制法 / 道の駅田野 / インフラ整備について

伊豆 康久
（日本共産党）

災害復旧 / 宅地開発の未完了問題 / 児童相
談所 / 地区交流センター / 農業予算 / 市営
住宅の連帯保証人について

中村 鉄兵
（令政会）

インフラ整備と災害 / 宮崎市動物との共生に
ついて

時任 砂織
（令政会）

近年の気候変動と防災 / 除草作業 / 学校施設
（プール・給食センター） / 持続可能な農業に
ついて

河野 克武
（前新会）

防災・災害対応 / 救急搬送 / 不法投棄対策 / 
教育・子育て支援 / 職員配置の在り方について

伊地知 義友
（みやざき創成会）

災害対応 / 財政運営（庁舎等建設） / 宮崎市
総合計画（目指す姿） / 福祉有償運送事業 / 
まちなか再生 / 学びの多様化学校等について

太場 祥子
（公明党）

子育て支援 / 障がい者支援 / 女性の健康支
援 / 地区交流センターのWi-Fiについて

森　太
（市政同志会）

市役所 / 地域 / 農業 / 消防 / 道路について

持原 将之
（前新会）

発達障がい児・者等 / 未成年の自殺防止対策 
/ 不登校児童生徒に関することについて

冨永 千香
（前新会）

子どもの遊び場（遊具の更新、インクルーシブ
遊具導入の進捗） / 困難な問題を抱える女性
への支援 / 畜産物の安心・安全について

図師 勝幸
（新政みやざき）

佐土原町域の水害対策 / こどもがつくるまち
「みやっ子タウン」 / エコクリーンプラザみや
ざきの地域振興 / マイナ保険証について

黒木 通哲
（立憲・国民・社民の会）

行財政運営の基本的方向 / 条件付一般競争
入札 / 第８１回国スポ大会・第26回障スポ大
会 / 墓地公園 / 宿泊税導入について
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※登壇順（質問順）に掲載しています。内容は要約であり、公式記録ではありません。
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県内の自治体でも特別職からのハラス
メント行為を訴える声が職員から挙
がっている。ハラスメント防止条例の
制定に向けてどのように考えるか。
他自治体において条例化の動きが活
発になっていることも承知していま

県が補助する「医療的ケア児等短期
入所拡大促進事業」の基準額に医療
型と福祉（強化）型で差がある理由
は何か。
今年度開始した事業で、まずは事業
の活用の周知をしていきます。

国が定期接種化の方針を示したが、
正式に定期接種化が決定した際に実
施するための取り組みについて伺い
たい。
国で定期接種化が決定された際に
は、実施に向け体制を整え市民の皆

市役所内の挨拶状況についての現状
認識は。
十分に挨拶がされているとは言い難い
状況です。挨拶や積極的な声掛けを励
行し、活気にあふれ、市民から信頼さ
れる開かれた市役所づくりを進めます。

すが、本市での条例制定の予定はご
ざいません。

公益通報制度を所管する消費者庁は
人事部門に内部公益通報窓口を設置
することに「通報を躊躇する者が存
在し、留意が必要」と述べている。
市は人事課を窓口にしているが別の
課へ変更や弁護士に外部窓口を依頼
する考えはないか。
通報窓口の在り方については、今後、
他自治体の状況等を調査研究してい
きます。

小戸保育所の医療的ケア児利用状況
はどうなっているのか。
令和5年1月の募集開始後、11件の
相談・問い合わせがあったが、利用
に至っていません。

県の「ひきこもり等に関するアン
ケート調査」を受けて、市はアンケー
ト調査を実施する考えはあるのか。
より詳細な実態把握が必要なため、市
独自のアンケート調査を考えています。

さまへ周知・広報を図り、接種費用
の助成の検討を行っていきたいと考
えます。

加齢性難聴者など聴覚に不安を感じ
ている方への市民サービスとして、
軟骨伝導イヤホンを窓口に配備する
考えはないか。
軟骨伝導イヤホンは、音漏れが少な
く、小さな声でもはっきりと聞こ
え、窓口で円滑な意思疎通に資する
ことから、他自治体の利用状況を調
査していきたいと考えています。

令和6年度入学式で9名の生徒が倒
れたとのこと。安全面を考慮し、着
席姿勢で話を聞くことを徹底する考
えはないか。
気分が悪くなった場合の対応の仕方
や、起立している時間を短くする
等、各学校に指導します。

令和6年2〜5月台南市立美術館で、知
的障がいのある方の作品展「アート
は自由の力」が開催され、宮崎からも

文部科学省の通知では部活動を行う
かどうかの基準をあらかじめ決めて
おくことが有効としているが、暑い
時期の部活動や体育の授業などでど
のように運用しているか。
部活動や体育の授業は毎年、各学校
に「学校教育活動等における熱中症
事故の防止について」を通知し、熱
中症警戒アラート発令中又は各学校
で適宜確認している暑さ指数が31以
上の場合は屋外及び体育館での活動
は中止、延期することとしています。

介護保険業務のデジタル化はどのよ
うに進めようとしているのか。
令和6年10月から「介護認定進捗状
況確認システム」を稼働予定です。
市民の皆さまが、速やかに介護保険
サービスを利用できるよう、デジタ
ル化を推進していきます。

住宅の耐震化についてどのように取
り組んでいるのか。
令和9年度末時点で、耐震化率95％
を目指し、住宅全体の耐震化が達成
できるよう努めていきます。

不登校の解決策の一つとして期待さ
れるeスポーツを活用した自治体も
あり、eスポーツと同様に多様性が
あるアーバンスポーツを不登校対策
として活用ができないか。
アーバンスポーツは、体を動かすこ
とで体力向上やストレス解消、前向
きな生活態度の育成等にも役立つこ
とから、教育支援教室「まなビバ！」
等でアーバンスポーツ活用の可能性
を含め他市の事例等の調査を進めて
いきます。

51作品が出展された。本取り組みを、
市民に広く紹介する考えはないか。
本市の文化芸術振興の一環として、
市民に紹介できるよう、主催者や出
品者など関係者の皆様と協議しま
す。本取り組みが今後、台湾と本市
の国際交流の架け橋の一助となるこ
とを期待しています。

避難経路や誘導体制の整備は。
年間を通して多くの方が訪れますの
で、津波からの迅速な避難誘導の検
討を進めます。
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今議会の一般質問に関し、市執行部から「台風10号の対応を優先するため、災害関連の質問につい
て配慮してほしい」との申し入れを受けました。宮崎市議会としては、台風10号災害関連の質問を
できる限り控えました。なお、9月17日に「全員協議会」を開催し、災害関連の質問を行いました。

災害関連の質問の
取り扱いについて
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2050年ゼロカーボンシティの実現
に向けた現在の進捗状況は。また、
目標達成のためにどのような取り組
みを行う計画か。
普及啓発事業や太陽光発電設備導入
促進事業、再生可能エネルギーの

宮崎市内全域には、下水道マンホー
ルポンプ場を何カ所設置しているの
か。
マンホールポンプ場は、現在453カ
所設置しており、内訳は公共下水道
の用として336カ所、農業集落排水

防風林でもある一ツ瀬海岸松林の松
くい虫被害防除は行われているの
か。
無人ヘリや動力噴霧器による薬剤散
布、伐採駆除、薬剤の樹幹注入を実
施しています。

災害時に国道220号線が通行止めに
なった時のために、バス会社と市の
間で事前に取り決めをし、災害時の
交通体制を構築しておくべきではな
いか。また、児童の交通手段につい
ても、路線バスが運行できない場合

導入ポテンシャル調査等を実施し
ています。進捗は、基準年度であ
る2013年度と、最新の集計結果で
ある2021年度の温室効果ガス排出
量を比較すると、約107万トン、率
としては31.4%を削減しています。
現在、進捗は順調ですが、ゼロカー
ボンシティ実現には、更なる取り組
みが必要です。このため、第六次宮
崎市総合計画の重要施策として、再
生可能エネルギーの活用促進などに
取り組んでいきます。

の用として117カ所設置しています。
マンホールポンプ場が停電した時の
対策として自家発電機能を持たせる
ことはできないのか。
453カ所ある施設に対し設置するに
は、多額の費用と用地の確保が必要
になることから、現実的には難しい
ものと考えます。
大規模災害が発生した場合、行政だ
けでは対応できない場合があるの
で、緊急性を考慮した場合、発電機
を所有している民間団体からの協力
は可能なのか。
災害時の支援協定を結んでいる団体と

事業所の人手不足と高齢化、作業費
の高騰の中、試験的に除草剤使用を
取り入れられないか。
造園業関係団体と意見交換を行い、
対象箇所などを含め検討します。

給食施設の現状の改修か「単独調理場」「給
食センター」どちらかにシフトしていくのか。
学校給食施設あり方検討事業を立ち
上げ、本市にふさわしい給食施設の
在り方を検討していきます。

は、市独自で対応すべきではないか。
災害時に迅速かつ柔軟に対応できる
よう、臨時バスの運行や迂回運行
ルートについて、路線バスを運行す
るバス会社と協議の場を持ちたいと
考えています。また、児童の送迎に
ついては、車両の通行が可能な場合
には、市所有のマイクロバスによる
送迎や、これが難しい場合は、旅客
自動車運送事業者への委託によるス
クールバス送迎など、速やかな代替
手段の確保に努めていきます。

東高岡保育所の施設を、現在の指定
管理者に土地と建物を有償で売却処
分する。公立保育所を民営化する際
に市が示した先例と取り扱いが異な
るが理由は。
東高岡保育所は、平成21年に園舎
を新築しました。改築や大規模修繕
に取り組むことなく、円滑に使用で
きるような状態です。また、法定
耐用年数まで約20年あることから、
資産価値が高いと判断しました。土
地は、既存宅地性もなく利用用途が
限られることから、売却する判断に
至りました。

の体制が構築されているので現時点で
は難しいですが、今後、他都市におけ
る配備体制の事例を研究していきます。

ピースワンコのような、保護シェル
ター設置に向けての協議はできない
のか。
保護シェルターの設置については、遺
棄や飼養放棄の助長につながる懸念も
あることから、現在のところ考えはあ
りませんが、動物愛護団体からのご意
見やご要望については、今後も引き続
きお伺いし、丁寧に対応していきます。

家畜生体輸送を海上輸送へ変更したねらいは。
トラックドライバーの時間外労働規
制等により輸送能力が不足し、県外
購買者が宮崎で購入した牛を輸送で
きなくなる事例を解消するためです。
令和2年調査で約8割が後継者がい
ないと回答。事業継承の意見交換や
話し合いは行われているのか。
今後、大量離農や耕作放棄地の増加
など本市農業の将来を大変危惧して
おり、全国に先駆け、第三者への事
業承継の取り組みを進めています。

保育園と児童クラブの入園基準（就
労条件）を同じにすべきではないか。
待機児童の解消に向けた定員の拡充
を進めるとともに、要件の在り方に
ついて検討を行っていきます。

※他に、災害時の自治会との連携や
体育館の利用禁止、田んぼダム、学
校の危険樹木、中学校制服の刺繍、
不法投棄対策、救急搬送（ひっ迫ア
ラート、転院搬送）、職員配置の在
り方について質問しました。
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災害対応

現在、新庁舎・消防庁舎・（仮称）み
やざきこどもセンター（3施設の合
計事業費400億円）の計画が進行中
で、年間返済額は約19億円になる。
市所有750施設の修繕費は年平均85
億円を見込んでおり、さらに19億円

本市の産後ケア事業に産後ドゥーラ
を導入する考えはないか。
産前産後の支援の充実に向けて民間で
の取り組みも参考に検討していきます。

食育についてはどのように取り組ん
でいるのか。食の支援が必要な子ど
もたちに対しての支援策はないか。
市民が健康な暮らしを送る上で基盤
となる重要なものです。生活習慣病
の増加が課題であり、児童生徒にお

台風などで被災された市民が、片付
けなどボランティアを必要とする場
合、災害ボランティアセンターはど
のような取り組みをしているのか。
災害が発災した場合、的確な応急対
応が図られるよう関係諸団体で定期

が加わる。身の丈に合った財政運営か。
10月に中期財政計画を改訂します。
安定した財政運営ができるよう努め
ます。

高齢化で医療介護費が増加。医療、
福祉、介護の需要は増加し、支える
人材不足が深刻化。解決の方向性は。
医療、福祉、介護を支える体制を充
実させるため、人材確保につながる
取り組みを推進します。
実現に向け市施設の有効活用は重要。
廃校する生目台西小や公営住宅を活

発達障がい等の早期発見・早期療育
につなげるため、５歳児健診を導入
できないか。
他自治体への調査研究を行い市郡医師
会や教育・保育施設、教育委員会等の
関係団体と協議を継続していきます。

高校生までの医療費助成はできないか。
子育て世帯の負担を軽減しつつ、持続
可能な制度の在り方について、対象年
齢の拡大も含めて検討していきます。

ける肥満傾向の割合も大きく増加し
ています。そのため様々な関係機関
や団体と連携を図り食育を推進して
います。また、夏休みなどに生活困
窮世帯の子どもたちの食生活に課題
があることは認識しており、物価高
騰による食生活の悪化も懸念される
ので貧困対策に取り組んでいる支援
団体と連携し寄り添った支援につな
げていきます。

食料・農業・農村基本法改正に伴う
水田の有効活用をどのように考えて

的な訓練や会議を開催し、今回も被
災されボランティアを必要とされる
方とのマッチングを行っています。

現在休館している石崎の杜歓鯨館の
現状はどのようになっているのか。
施設のレジオネラ属菌対策をし、営
業を再開しましたが、ポンプの故障
や台風の被害により休館となってい
ます。営業再開に向け鋭意取り組ん
でいます。

用する取り組みを。
公有財産に新たな価値を見いだし有
効活用することは、まちづくりや地
域の活性化に寄与し、そのエリアの
価値を高めるものと認識しています。

台風10号接近で竜巻被害、庁舎も
被災した8月28日、災害対策本部長
である市長はどこで指揮を執ってい
たのか。
午後9時か10時頃まで本部で指示を
行い、いつでも連絡が取れる態勢を
とり帰宅していました。

がん患者のためのアピアランスケア
はどのように取り組むのか。
医療用ウィッグ及び胸部補正具等の
購入費用に係る助成制度の創設につ
いて、国や他の自治体の動向を注視
しているところです。

避難所機能の向上、市民の利便性向
上のために地区交流センターのWi-Fi
整備が必要ではないか。
地区交流センターのフリー Wi-Fi整
備について、関係課と連携しながら、
協議を進めていきます。

いるのか。
本市はわが国有数の食料供給産地で
もあることから、この改正法をもと
に農地の基盤整備と水田の汎用化お
よび畑地化に地域との対話を重ねな
がら、事業推進に努めていきます。

本郷地区交流センター周辺整備は。
自治会連合会で借りている駐車場は
市が地権者と協議しています。また、
西側の道路は用地買収が完了しまし
たので令和6年度に工事に着手しま
す。

児童相談所設置に向けての取り組み
はどのようになっているのか。
令和６年度中に基本計画を策定する
ため、プロポーザルを実施し受託事
業者が決定しました。施設の運営や
整備に係る必要な諸条件、総事業費
などについて整理していきます。

本市の稲作農家や園芸農家への支援
はどのようになっているか。
稲作農家にはスマート農機具導入支
援を、園芸農家には生産性向上を図
る支援を行っています。

答

答

答

答

答

答

答

答

答

答

答

答

答

答

答

答

問 問

食育と食支援

緊急時の災害ボランティア

宮崎市の財政運営

宮崎市総合計画・基本構想

産前産後ケア 子どもの医療費助成

アピアランスケア

農業政策

赤江・本郷の課題

石崎の杜歓鯨館

児童相談所の設置

地区交流センターのWi-Fi

農家の所得向上と経営安定

５歳児健診の導入

問 問 問

問

問

問

問
問

問

問

問

問

問

問

問

問

問

問

問

問

問

問
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※登壇順（質問順）に掲載しています。内容は要約であり、公式記録ではありません。

17

18

19

20

持原 将之

冨永 千香

図師 勝幸

黒木 通哲

前新会

前新会

新政みやざき

立憲・国民・社民の会

質問内容を視聴する
ことができます

質問内容を視聴する
ことができます

質問内容を視聴する
ことができます

質問内容を視聴する
ことができます

一
般
質
問

13

14

15

16

前田 葊之

伊知地 孝美

伊豆 康久

森　太

前新会

政友会

日本共産党

市政同志会

質問内容を視聴する
ことができます

質問内容を視聴する
ことができます

質問内容を視聴する
ことができます

質問内容を視聴する
ことができます

介護認定業務の一部を民間委託して
いるが業務内容はどのようなもの
か。また、どのような業者に委託し
ているのか。
窓口対応や申請書類の内容確認と
いった業務を委託しています。兵庫

畜産農家の窮状に対し、どのような
支援策を考えているのか。
飼料用稲新品種導入実証や笹サイ
レージの実証の他、ふるさと納税の
活用などにより生産者の所得向上に
つなげていきます。

児童相談所の新設が既定のこととし
て準備が進んでいる。施設の建設費
は約30億円とのことだが、児童相
談所を含む（仮称）みやざきこども
センターを運用するには、年間の人
件費、施設の維持管理費はどの程度

機能的な行政組織と人事配置について
どのような考えで実施していくのか。
社会情勢の急激な変化にも迅速に対
応できる、機能的で柔軟な組織づく
りを行い、持続可能で開かれた宮崎
市を牽引していきます。

県に本社を置き全国70以上の自治
体から介護保険関連業務の受託実績
がある事業者です。

ヤングケアラー窓口の相談電話とLINE
相談はどのように連携しているのか。
電話相談はなく、小・中学生に配布さ
れているタブレットから相談できるよ
うリンク先を貼ったり、LINE相談や
WEB相談を可能にし、当事者が相談
しやすくなるよう連携しています。

再造林循環に向けた新庁舎への木材
利用については。
木材の普及啓発や来庁者の安らぎ、
職員の生産性向上の観点から効果的
な使用に努めます。

消防局として維持管理が不十分な施
設への指導の実施は。
維持管理が十分でなく、火災発生の
の危険性が高い場合は、適切に指導
していきます。

を想定しているのか。
（仮称）みやざきこどもセンター開
設後の人件費や維持管理費など、年
間のランニングコストは基本計画で
検討することとしており、まだ想定
できていません。他の中核市を参考
にすると、年間の人件費と事業費に
10数億円程度が見込まれます。そ
の財源は大部分が国庫補助金等で措
置されると伺っています。

農業後継者を確保・育成していくに
は、昨年度まで行われていた農業後

伐採時には、のり面の崩壊や土砂の
流出などが懸念されるが、どのよう
な指導を行っているのか。
地域住民の代表者と現場立ち会いを複
数回行い、事業者に対し、土砂等が流
出しないように指導してきました。

JAグループでは牛肉の消費喚起対
策として、牛肉消費券の配布を行っ
ているが、本市ではどのような消費
拡大PRの政策を行っているのか。

マイナ救急とはどのようなものか。
マイナンバーカードを専用端末で読
み取り、かかりつけ医療機関や服薬
等の情報を確認し搬送、救急活動の
迅速化を目的として実施しています。

市道吉村通線4工区の進捗状況と今
後の取り組みは。
約9割の用地買収と南側区間約150
ｍの側溝工事が完了しており、北側
区間約107ｍの改良工事と浸水対策
工事を進めています。

道の駅田野施設の今後の在り方はい
かがか。
国や県に加え地元の意見をお聞きし
ながら、旧田野町市街地付近への移
転も含めた検討を進めます。

仮屋橋の健全性の担保は。県道鹿村
野黒北線改良の進捗は。
仮屋橋は本年度3回目の点検をしま
す。県道は本年度に測量を始めると
のことです。

継者確保事業を復活させ、十分な予
算をつける必要がある。次年度は大
きく打ち出してほしいがいかがか。
親元に就農する農業後継者について
は国の就農準備資金等の支援対象と
ならないケースがほとんどで、新規
参入者との支援の格差を指摘する声
が多くあります。本年度は農業後継
者に対し、規模拡大や省力化を条件
として農業資機材の購入費用の2分
の1以内（上限100万円）を支援し
ています。この事業等の効果を検証
しつつ、国に対し農業後継者支援を
要望していきます。

市内産畜産物の消費拡大を目的とし
た販売会を4回開催し、市内での消
費促進に努めています。

分団に配備しているボートの操縦の
ために、団員に小型船舶免許の取得
をさせているが、現状よりもっと多
くの団員に免許を取得させることは
できないか。
各分団の免許取得に関しては、各分
団の意向を確認しながら適切な免許
取得者数を設定していきます。

答

答

答

答

答

答

答

答

答

答

答

答

答

答

答

児童相談所

市役所

畜産農家の窮状

福祉行政

ヤングケアラー

消防行政

メガソーラーの適正管理

地域

農業予算

農業

再造林日本一

道路行政

道の駅田野施設の今後の在り方

インフラ整備（橋梁、道路）

消防

幼児期から成人期まで一貫した個別
の教育支援計画を作成できないか。
一貫した個別支援計画を作成するこ
とは、個人の特性に合わせた、より
効果的な支援へとつながるものと考
えています。各ライフステージを通

公園遊具更新時に子どもたちの意見
が反映されやすいアンケート形式に
工夫することはできないか。
子どもたちが容易に意見を回答でき
るよう配慮していきます。
インクルーシブ遊具の種類を増やす

上田島地区の水害対策はどのように
取り組んできたのか。今後、鶴松館
の駐車場を災害避難所の駐車場とし
て開放するのか。
雨水幹線の整備と令和6年度から地
区西側の放水路整備を行います。事

本市の財政状況は、今後どのように
変化していくのか。
将来の財政収支を的確に分析し、健
全財政目標を近々示し、達成に向け
取り組んでいきます。

じた関係機関の連携体制も必要であ
り、調査・研究していきます。

全国で小中高生の自殺が2年連続
500人を超え、問題となっているが、
宮崎市においての自殺防止対策は。
社会全体で自殺を予防する1次予防、
兆しを早期に発見する2次予防、自
殺企図を二度と繰り返させない3次
予防の対策を行っています。具体的
には、SOSの出し方教育や教職員向
け自殺予防研修、ゲートキーパー養
成講座、ライン相談事業、相談窓口

ことはできないか。
設置しやすいブランコの検討を引き
続き行い、導入検討を進め、対象公
園を選定していきます。

女性支援新法施行に合わせ本市も基
本計画を作成すべきではないか。
関係課と検討を行います。
DV被害者にワンストップ対応でき
る担当課の新設や、配偶者暴力相談
支援センターを設置できないか。
よりよいワンストップ対応の在り方
を検討し、配偶者暴力相談支援セン

業効果を見極め、避難所駐車場とし
て使用可能か検討します。

100名を超えるボランティアと市内の
小学生180名が参加して行った事業の
評価と今後の支援をどう考えるか。
子どもたちの自主性を育み、働き、
納税して遊ぶという疑似社会体験が
できる貴重なイベントで、引き続き
支援を考えています。

那珂地区公民館の総合評価に至った

条件付一般競争入札を令和６年度から導入
したが、最低制限価格を上げる考えはないか。
予定価格よりも低い施工実績を資格要
件としました。最低制限価格は、国の
動向を注視し適切な運用に努めます。

2027年に宮崎で開催されるが、市民との
協働や選手の強化策はどうなっているのか。
県・関係団体と協議を重ね、市民が
一体となって盛り上げ、本県選手が
上位入賞できるよう努めていきます。

を行っています。また、自殺未遂者
支援も実施しています。

個別最適な学びになるように宿題の
量や内容を選択できる方法に変更で
きないか。
児童生徒自らが主体的に学ぶ態度を
育成する意味からも、各自が適切に
内容を選択できるような方法につい
て検討するよう、各学校に工夫を求
めていきたいと考えています。

ターの設置に関しても県と協議して
いきます。

本市の畜産農家で成長促進抗生物質
モネンシンナトリウムが添加された
配合飼料を利用している割合はどれ
くらいか。
飼料添加物であるモネンシンナトリ
ウムが含まれない配合飼料での肥育
経営は数軒だと伺っています。

経緯と評価に対して市はどのように
取り組むのか。
環境啓発及び地域住民の交流施設と
して改修するため、機能については
変更します。

マイナ保険証の保有者を増やすため
に、どのような取り組みを考えてい
るのか。
個人番号の下4桁を記載した加入者
情報を送り、情報の正確性を知らせ
る予定です。マイナ保険証の利用促
進のためのチラシ等も発送します。

納骨堂、合葬墓が不足しているが、
今後の計画は。
令和6年度に内部の配置等、増設の
可能性を調査検討し、市民の希望に
沿えるよう対応したいと思います。

検討委員会ではどのような意見があ
るのか。事業者の不満はないのか。
検討委員会の結果を踏まえ、庁内で
慎重に協議し、観光振興のために宿
泊税を導入したいと思います。

答

答

答

答

答

答

答

答

答

答

答

答

答

答

答

答

答

佐土原町域の水害対策

第六次総合計画基本構想（案）

発達障がい児・者等

子どもたちの遊び場

困難な問題を抱える女性への支援

未成年の自殺防止対策

こどもがつくるまち「みやっ子タウン」

エコクリーンプラザみやざき地域振興

入札制度改革

国スポ・障スポの開催

畜産物における安心安全

不登校児童生徒

マイナ保険証

南部墓地公園

宿泊税導入

問

問

問

問

問

問

問

問
問

問

問

問
問

問

問

問

問

問

問

問

問

問

問

問

問問

問

問

問 問

問
問
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提出議案の
議決結果

議
決
結
果

審
査
報
告

常任委員会の審査報告
4つの常任委員会は、本会議から付託された議案や請願
などについて専門分野ごとに詳しく審査を行っています。
9月定例会の審査報告の主なものをまとめました。

7月臨時会、9月定例会、10月臨時会では、一般会計
補正予算をはじめ40議案が原案可決、認定等とな
り、議員提出議案2件が否決、諮問4件は異議なしと
されました。

上記結果に 　 印がついたものは、賛成・反対がどちらもあった議案です。　※前本尚登議長（前新会）は、表決に加わりません。

7 月  臨 時 会 10月 臨 時 会

9 月  定 例 会

市 長
提出議案 97 令和6年度宮崎市一般会計補正予算（第5号）案 原案可決

委員会
提出議案 6 慢性閉塞性肺疾患（COPD）の潜在的な患者に対する適切な対

応を求める意見書案 原案可決

議  員
提出議案

8 相次ぐ米軍構成員等による女性への性的暴行事件の再発防止、
及び関係自治体への迅速な情報共有の徹底を求める意見書案 原案可決

9 国会議員裏金問題の真相の徹底解明と実効性ある再発防止策
の確立を求める意見書案 否決

10 改正地方自治法の慎重な運用と抜本的な見直しを求める意見書案 否決

市 長
提出議案

114 令和6年度宮崎市一般会計補正予算（第6号）案 原案可決

115 令和6年度宮崎市介護保険特別会計補正予算（第1号）案 原案可決

116 令和6年度宮崎市水道事業会計補正予算（第2号）案 原案可決

117 令和6年度宮崎市公設合併処理浄化槽事業会計補正予算（第1号）案 原案可決

118 令和6年度宮崎市田野病院事業会計補正予算（第1号）案 原案可決

119 第六次宮崎市総合計画基本構想案について 原案可決

120 工事請負契約の締結について 原案可決

121 工事請負契約の締結について 原案可決

122 工事請負契約の締結について 原案可決

123 財産の取得について 原案可決

124 公立大学法人宮崎公立大学第4期中期目標案について 原案可決

125 宮崎市交流センター条例の一部改正について 原案可決

126 宮崎市保育所条例の一部改正について 原案可決

127 宮崎市環境学習交流施設条例の一部改正について 原案可決

128 宮崎市国民健康保険条例の一部改正について 原案可決

129 令和6年度宮崎市一般会計補正予算（第7号）案 原案可決

130 工事請負契約の締結について 原案可決

131 令和6年度宮崎市一般会計補正予算（第8号）案 原案可決

132 宮崎市教育委員会委員の任命について 同意

諮問

7 人権擁護委員候補者の推薦について 異議なし

8 人権擁護委員候補者の推薦について 異議なし

9 人権擁護委員候補者の推薦について 異議なし

10 人権擁護委員候補者の推薦について 異議なし

報告

28 令和5年度宮崎市内部統制評価報告書 終了

29 令和5年度宮崎市一般会計継続費精算報告書 終了

30 令和5年度宮崎市公共下水道事業会計継続費精算報告書 終了

31 令和5年度宮崎市健全化判断比率について 終了

32 令和5年度宮崎市資金不足比率について 終了

33 公立大学法人宮崎公立大学の経営状況について 終了

34 公益財団法人宮崎文化振興協会の経営状況について 終了

35 公益財団法人宮崎市スポーツ協会の経営状況について 終了

36 宮崎市フェニックス自然動物園管理株式会社の経営状況について 終了

37 公立大学法人宮崎公立大学の令和5年度業務実績に関する評
価結果について 終了

38 専決処分の報告について 終了

39 専決処分の報告について 終了

40 専決処分の報告について 終了

41 専決処分の報告について 終了

42 専決処分の報告について 終了

市 長
提出議案

98 令和5年度宮崎市一般会計歳入歳出決算の認定について 認定

99 令和5年度宮崎市公営住宅建設資金特別会計歳入歳出決算の
認定について 認定

100 令和5年度宮崎市国民健康保険特別会計歳入歳出決算の認定
について 認定

101 令和5年度宮崎市後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算の認
定について 認定

102 令和5年度宮崎市公園墓地特別会計歳入歳出決算の認定につ
いて 認定

103 令和5年度宮崎市卸売市場特別会計歳入歳出決算の認定につ
いて 認定

104 令和5年度宮崎市母子父子寡婦福祉資金特別会計歳入歳出決
算の認定について 認定

105 令和5年度宮崎市介護保険特別会計歳入歳出決算の認定につ
いて 認定

106 令和5年度宮崎市公設合併処理浄化槽事業特別会計歳入歳出
決算の認定について 認定

107 令和5年度宮崎市宅地造成事業特別会計歳入歳出決算の認定
について 認定

108 令和5年度宮崎市公債管理特別会計歳入歳出決算の認定につ
いて 認定

109 令和5年度宮崎市水道事業会計剰余金の処分及び令和5年度宮
崎市水道事業会計決算の認定について

原案可決
及び認定

110 令和5年度宮崎市工業用水道事業会計剰余金の処分及び令和5
年度宮崎市工業用水道事業会計決算の認定について

原案可決
及び認定

111 令和5年度宮崎市公共下水道事業会計決算の認定について 認定

112 令和5年度宮崎市農業集落排水事業会計剰余金の処分及び令
和5年度宮崎市農業集落排水事業会計決算の認定について

原案可決
及び認定

113 令和5年度宮崎市田野病院事業会計決算の認定について 認定

133 令和6年度宮崎市一般会計補正予算（第9号）案 原案可決

134 令和6年度宮崎市公営住宅建設資金特別会計補正予算（第1号）案 原案可決
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市長提出
議案 第114号 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × × 〇

議員提出
議案

第9号 × × × ○ × × × × 〇 × ×
第10号 × × × ○ × × × × 〇 × ×
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市長提出
議案 第98号 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × 〇 〇

種類 番号 件　名 結 果

種類 番号 件　名 結 果

種類 番号 件　名 結 果

賛否が分かれた議案（会派別） ○ 賛 成
× 反 対

9 月  
定 例 会

10 月  
臨 時 会

会
　
派
（
人
数
）

建設企業委員会 市民経済委員会

総務財政委員会 文教民生委員会

5件の議案について審査を行い、全員一致で、可決
しました。

３件の議案について審査を行い、全員一致で可決
しました。

１１件の議案について審査を行い、全員一致で可決
しました。

6件の議案について審査を行い、うち5件を全員一
致で、1件を賛成多数で可決しました。

　事故を未然に防ぐための方法を検討し、リチウムイ
オン電池をプラスチック製容器包装等に混入させる
ことがないよう、分別についての
周知啓発に努めること。

　課題解決には所有者の皆様の理解が必要不可欠
であるため、今後も丁寧な対応をとりつつも、これま
で同様スピード感を持った事業の推進に努めること。

　一般的な指定管理期間より長いため、実地調査や
利用者及び指定管理者からの意見聴取等を定期的に
実施し、安定的な施設管理が行われるよう適切な指
導に努めること。また、運営上問題が生じた場合は、柔
軟に対応できるよう指定管理者と十分協議すること。
　さらに、災害時には避難所として開設されることも
あるため、多目的ホ
ールの空調設備及び
Ｗｉ-Ｆｉの必要性に
ついても十分に検討
すること。

R4年12月サウンディング調査時イメージ図

　土砂災害の危険性が高い加江田川以南について、
現地調査等を行う場合は、有識者のみではなく地元
住民の意見も聴取しながら事業を進めること。また、
事業完了後に必要となった避難対策については速や
かに対応できるように検討を進めること。
　さらに、土砂災害（特別）警戒区域に該当する１５カ
所の津波一時避難場所の周辺住民には、大雨時に土
砂災害の危険性が高まった場合の避難方法等につい
て周知すること。

　スムーズに開校できるよう、教育情報研修センター
及びひなた中学校並びに教職員の人事を所管する県
と十分な協議を行うとともに、入学を希望する生徒
及びその保護者に対し丁寧な説明に努めること。
　また、事業全体の構想及び不登校対策への方針を
明らかにするよう努めること。

このような意見要望が出されました。 このような意見要望が出されました。

このような意見要望が出されました。 このような意見要望が出されました。

エコクリーンプラザみやざき管理費

青空ＳＣ地区老朽・危険建築物除却事業

檍地区交流センター整備運営事業

「津波一時避難場所」再点検事業 学びの多様化学校（不登校特例校）
開設準備事業
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